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２
０
１
８
年
春
の
中
東
情
勢
は
、

私
が
以
前
に
定
義
し
た
複
合
危
機
の

様
相
を
ま
す
ま
す
あ
ら
わ
に
し
て
い

る

（
『中
東
複
合
危
機
か
ら
第
三
欠

世
界
大
戦
へ
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
。

そ
の
第
１
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｊ
Ｃ

Ｐ
Ｏ
Ａ

（共
同
包
括
的
行
動
計
画
）

離
脱
へ
の
イ
ラ
ン
の
反
発
が
、
シ
リ

ア
駐
屯
の
革
命
防
衛
隊
ク
ド
ス
軍
団

の
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
を
促
し
て
、
シ

リ
ア
問
題
の
解
決
を
ま
す
ま
す
複
雑

化
さ
せ
た
こ
と
だ
。
第
２
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
在
シ
リ
ア
の
革
命
防
衛
隊

と
の
担
二
攻
撃
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ

エ
ル
と
イ
ラ
ン
が
正
面
衝
突
す
る
値

機
的
可
能
性
を
排
除
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

第
３
に
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
エ

ル
サ
レ
ム
移
転
に
抗
議
す
る
パ
レ
ス

チ
ナ
人
か
ら
５０
人
以
上
の
死
者
が
出

た
悲
劇
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
中
東

和
平
の
公
平
な
調
停
者
た
る
資
格
を

自
ら
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
。
も
と
よ

り
、
イ
ラ
ン
が
シ
リ
ア
ヘ
過
剰
に
関

与
し
て
国
の
一
体
性
を
損
な
い
、
イ

ス
ラ
エ
ル
を
不
必
要
に
挑
発
し
て
き

た
側
面
も
否
定
で
き
な
い
。

中
東
複
合
危
機
の
新
た
な
深
化

は
、
ロ
シ
ア
や
イ
ラ
ン
の
方
に
政
略

と
作
戦
の
結
合
し
た
中
東
再
編
戦
略

が
あ
る
の
に
、
オ
バ
マ
と
ト
ラ
ン
プ

両
大
統
領
の
政
策
の
断
絶
で
生
じ
た

ア
メ
リ
カ
外
交
の
不
利
益
と
も
無
関

係
で
は
な
い
。

２
０
１
８
年
に
入
る
と
シ
リ
ア
の

ア
サ
ド
大
統
領
は
７
回
も
小
規
模
な

化
学
兵
器
攻
撃
を
実
施
し
た
が
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
格
別
に
反
応
し
な
か
っ

た
。
シ
リ
ア
政
治
の
現
局
面
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
が
分
析
す
る
よ
う
に
ア
サ

ド
政
権
の
勝
利
、
と
い
う
よ
リ
ア
サ

ド
氏
を
支
援
し
て
き
た
ロ
シ
ア
と
イ

ラ
ン
、
ひ
い
て
は
レ
バ
ノ
ン
の
ヒ
ズ

ブ
ッ
ラ
の
陣
営
の
勝
利
に
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
、
４
者
の
相
当
な
優

位
の
も
と
に
内
戦
が
最
終
局
面
を
迎

え
て
い
る
の
は
確
実
だ
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
、
自
由
シ
リ
ア
軍

（Ｆ
Ｓ
Ａ
）

な
ど
の
苦
境
を
知
り
な
が
ら
、
あ
る

い
は
知
る
ゆ
え
に
、
シ
リ
ア
か
ら
撤

退
す
る
と
述
べ
て
い
る
の
だ
。

ア
サ
ド
氏
は
、
シ
リ
ア
国
上
の
再

統
合
と
勢
力
圏
の
有
利
な
線
引
き
の

た
め
に
、
バ
ー
ス
党
と
父
ア
サ
ド
氏

い
ら
い
の
統
治
手
法
た
る

「
恐
怖

心
」
を
ス
ン
ナ
派
住
民
に
植
え
付
け

る
べ
く
、
４
月
７
日
に
ダ
マ
ス
カ
ス

ポ
外
の
ド
ゥ
マ
で
化
学
兵
器
の
利
用

に
踏
み
切
っ
た
。
女
性
子
供
を
含
め

た
５
０
０
人
以
上
が
毒
ガ
ス
攻
撃
の

被
害
を
受
け
、

５０
人
以
上
が
死
亡
す

る
悲
劇
が
生
じ
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン

を
越
え
る
な
ら
報
復
攻
撃
を
す
る
と

い
う
公
約
を
軒
ら
な
か
っ
た
、
オ
バ

マ
氏
と
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
と
い
う

の
だ
ろ
う
。
４
月
１４
日
の
英
仏
米
の

攻
撃
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
決
意
の
表
れ

で
あ
っ
た
が
、
継
続
性
や
戦
略
性
に

は
乏
し
い
。
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
ス
ポ
ー

ク
ス
ウ
ー
マ
ン
は
、

「ア
メ
リ
カ
の

シ
リ
ア
政
策
の
目
標
は
イ
ス
ラ
ム
国

壊
滅
に
あ
り
、
内
戦
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
か
ね
て
か

ら
の
持
論
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
の
政

略
と
軍
事
作
戦
の
結
合
し
た
戦
略
に

は
及
ば
な
い
。
後
者
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
シ
リ
ア
に
至
る
す
べ
て
の
地

域
で
力
の
論
理
に
よ
っ
て
動
く
。
強

い
者
に
は
注
意
深
く
、
弱
い
者
に
は

間
答
無
用
の
対
応
な
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
と
イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル

は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
く
ら
い
の
存

在
感
を
も
っ
て
、
２
０
１
８
年
の
中

東
情
勢
を
支
配
す
る
だ
ろ
う
。

（や
ま
う
ち
　
ま
さ
ゆ
き
）

歴
史
の
実
農
点

`欝

深
化
す
る
中
東
複
合
危
機

武
蔵
野
大
特
任
教
授

・‐．甲
困

日
里
乏

往
細

歌

閤


